
津波警報・注意報の種類と取るべき行動

情報伝達の経路

津波による災害の発生が予想される場合、気象庁は警報・注意報を発表します。津波は沿岸の地形等の影響により、予
想より高くなる場合があります。注意報であっても危険を感じたら避難しましょう。

※地震の規模（マグニチュード）が 8を超えるような巨大地震に対しては、 精度のよい地震の規模をすぐに求める
ことができないため、その海域における最大の津波想定等をもとに津波警報・注意報を発表します。 
　その場合、最初に発表する大津波警報や津波警報では、予想される津波の高さを「巨大」や「高い」という言葉
で発表して、非常事態であることを伝えます。

警報・注意報や避難指示は、下図のような経路で住民の皆さまに伝達されます。
災害の時はデマにまどわされず、正しい情報にもとづいて行動しましょう。
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予想される津波の高さが
高いところで3mを超える
場合。

予想される津波の高さが
高いところで1mを超え、
3m以下の場合。

予想される津波の高さが
高いところで0.2m以上、
1m以下の場合であって、
津波による災害のおそれ
がある場合。
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種類 発表基準
発表される津波の高さ

数値での発表
（津波の高さ予想の区分）

巨大地震の
場合の発表

想定される被害と
取るべき行動

木造家屋が全壊・流失し、人は津波
による流れに巻き込まれます。
沿岸部や川沿いにいる人は、ただち
に高台や避難ビルなど安全な場所
へ避難してください。

標高の低いところでは津波が襲い、
浸水被害が発生します。人は津波に
よる流れに巻き込まれます。
沿岸部や川沿いにいる人は、ただち
に高台や避難ビルなど安全な場所
へ避難してください。

海の中では人は速い流れに巻き込ま
れ、また、養殖いかだが流失し小型
船舶が転覆します。
海の中にいる人はただちに海から上
がって、海岸から離れてください。


